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第２章 区政先導プロジェクト群 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

生涯健康都市 

・生涯健康づくりプロジェクト・ 
 

子育て教育都市 

・少子化対策（子育て支援）プロジェクト・ 
 

産業革新都市 

・荒川区モノづくりクラスター（MACC）プロジェクト・ 
 

環境先進都市 

・環境先進都市あらかわづくりプロジェクト・ 
 

文化創造都市 

・芸術・文化のまち推進プロジェクト・ 
 

安全安心都市 

・安全を実感できるまちあらかわ推進プロジェクト・ 

以下の取組は、基本構想に示された「幸福実感都市 あらか

わ」の実現に向け、今後取り組む計画事業のうち、区政全体を

牽引
けんいん

する特に先導的な役割を果たすものです。 

「生涯健康都市」「子育て教育都市」「産業革新都市」「環境

先進都市」「文化創造都市」「安全安心都市」の6つの都市像ご

とに代表的なものを分かりやすく示しています。 

今後、これらの取組を着実に推進することにより、GAH（荒

川区民総幸福度）の更なる向上を目指します。 

幸
福
実
感
都
市 

あ
ら
か
わ 

区政先導プロジェクト群 
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生涯健康都市 

・生涯健康づくりプロジェクト・ 

区民一人一人が生涯にわたって心身ともに健康で生き生きと暮らせるまち＝「生涯健康

都市あらかわ」の実現に向け、介護予防対策と生活習慣の改善を図る施策に総合的・体系

的に取り組みます。 

 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●荒川ころばん・せらばん体操 

高齢者向けの運動能力・筋力の向上を図る体操の普及を促進します。 

●おたっしゃランチ・おげんきランチ 

バランスのとれた食事によって高齢者の健康維持及び増進を図ること等を目的に、学

校給食や通所サービスセンター等における高齢者向けの会食サービスを実施します。 

●あらかわ満点メニュー 

女子栄養大学と連携し、独自に開発したメニューにより、区民の健康な食生活をサポ

ートします。 

●受動喫煙防止メッセージカード・メッセージタグ 

カードやタグを利用することにより、区民とともに地域における受動喫煙防止環境を

整備します。 

「伸ばせ健康寿命」 「減らせ早世」 

 
・荒川ころばん・せらばん体操 
・おたっしゃランチ・おげんきランチ 等 

 
・あらかわ満点メニュー 
・受動喫煙防止メッセージカード・メッ

セージタグ 等

介護予防対策 中年期の「肥満」と「たばこ」対策 

「生涯健康都市あらかわ」の実現 

平成 22 年度までに健康寿命を 1年伸ばし、働き盛り世代の早世を 10％減らします

※ 健康寿命：介護を受けず自立して暮らせる期間 
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子育て教育都市 

・少子化対策（子育て支援）プロジェクト・ 

 区民が、楽しく子育てができ、未来の宝である子どもたちが、生き生きとたくましく、

心豊かに成長できるよう、みんなで大切に育て、多様な生活スタイルに応じた子育て支援

を推進し、家庭、地域、社会全体で子育てを応援します。 

 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●子育て交流スペースの拡充 

地域子育て交流サロンの拡大やふれあい館やひろば館の親子ふれあいひろばを拡充

し、身近で相談ができる、子育てを応援する環境を整備します。 

●子ども家庭支援センターの相談機能充実 

  子ども家庭支援センターを先駆型に移行し、相談体制の充実を図ります。 

●子ども医療費助成の充実 

 中学生までの医療費を助成することで、子どもの健康に対する不安を解消します。 

●放課後子どもプランの実施 

 小学校における放課後の子どもの居場所を作るため、放課後子どもプランを実施しま

す。 

みみみんんんなななででで応応応援援援  
いいい   ききき   いいい   ききき   子子子   育育育   ててて   

iiinnn   あああらららかかかわわわ   

☆☆☆地地地域域域ででで互互互いいいににに支支支えええあああえええるるる   

よよよううう支支支援援援しししままますすす 

○ 小中学生と乳幼児との交流 
○ 子育て支援ネットワークの構築 
○ おせっかいおじさん・おばさん 
運動の実施 

☆☆☆親親親子子子ががが自自自ららら成成成長長長   

すすするるるよよよううう支支支援援援しししままますすす   

○ 子育てサークルづくりへの支援 
○ 子育て交流スペースの拡充 
○ 保育園・幼稚園・小中学校に 
おける食育の推進 

☆☆☆社社社会会会全全全体体体ででで   

支支支援援援しししままますすす  

○ 子ども家庭支援センターの 

  相談機能充実 

○ 保育環境の整備 

○ 子ども医療費助成の充実 

○ 家族で遊べる公園等の整備 
○ 放課後子どもプランの実施 

子育てに対して不安や心配があると感じている保護者を 

半減します 
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産業革新都市 

・荒川区モノづくりクラスター（MACC）プロジェクト・ 

区内産業の活性化を目指して、荒川区の産業集積や地域資源の豊かさを生かし、「産学

官の顔の見えるネットワーク」構築を軸とした「荒川版クラスター」の形成を通して、「新

事業の創出」、「既存企業の第二創業や経営革新」、「ベンチャーの創出」を促進していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●荒川区モノづくりクラスター形成促進事業 

荒川区のモノづくりにかかわるあらゆる企業、大学、研究機関、金融機関、支援機関

などによる「産学官の顔の見えるネットワーク」構築を軸とした、「荒川版クラスター」

を形成することにより、「新事業の創出」、「既存企業の第二創業や経営革新」、「ベンチ

ャーの創出」を図ります。 

●産学官連携研究開発促進事業 

区内企業が実施する大学等との共同研究や研究委託に要する費用の一部を補助する

ことにより、産学連携による新製品及び新技術の開発等の促進を図ります。 

●４区合同産業活性化プロジェクト事業 

モノづくり企業が集積する台東区(T)、荒川区(A)、墨田区(S)、葛飾区(K)の 4 区及び

東京都が連携し、地域資源を活用して 4 区内のモノづくり企業を支援する「TASK プロ

ジェクト」を推進します。 

平成28年度までにMACC参加企業を200社にします
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環境先進都市 

・環境先進都市あらかわづくりプロジェクト・ 

 地域コミュニティを生かして、様々な地球温暖化対策を荒川区から発信し、地球環境対

策をリードしていきます。地球環境問題に取り組むためには、区民・事業者・区の三者が

それぞれの責任と役割を認識し、行動していくことが重要です。 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●地球を守る区民会議 

  区民・事業者等が環境への取組を発表し合い交流と連携を深めるとともに、環境保全

活動を効果的に実践するための意見交換を行い、環境に配慮した行動を区内に広げま

す。 

●(仮称)エコセンター及びリサイクルセンターの整備 

  環境学習や環境活動などを実施する拠点として(仮称)エコセンターを設置します。ま

た、資源の中間処理やリサイクル活動の拠点となるリサイクルセンターを整備します。 

●環境交通のまちづくり 

  トランジットモール（中心街の通りなどで、歩行者や自転車、バスなどの公共交通機

関のみが通行できるように開放された街路で、歩く楽しみやにぎわいの創出につなが

る一定の空間）の社会実験など、区に適した環境交通政策を検討し、環境負荷の少な

い「環境交通のまちづくり」に向けた取組を行います。 

地 球 を 守 る 区 民 会 議

(仮 称 )エ コ セ ン タ ー 及 び
リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 整 備

環 境 交 通 の ま ち づ く り

環 境 先 進 都 市 あ ら か わ の 実 現

あ ら か わ エ コ 協 定
平 成 2 8 年 度 ま で に
1 5 0 事 業 者 参 加

環 境 管 理 シ ス テ ム
導 入 支 援

平 成 2 8 年 度 ま で
毎 年 実 施

事 業 者

区 道 の 遮 熱 性 舗 装
平 成 2 8 年 度 ま で に
2 2 ,0 0 0 ㎡ 実 施

学 校 で の 環 境 学 習
メ ニ ュ ー 導 入

平 成 2 8 年 度 ま で に
全 小 ・ 中 学 校 実 施

区

エ コ ラ イ フ
チ ャ レ ン ジ フ ァ ミ リ ー
平 成 2 8 年 度 ま で に
5 ,0 0 0 世 帯 参 加

集 団 回 収 モ デ ル 事 業
平 成 2 8 年 度 ま で に

全 町 会 (1 1 7 町 会 )参 加

区 民

協 　 働
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　区内文化施設等を拠点とした芸術・文化事業の推進

　国内・海外都市との芸術・文化の交流の推進

芸術・文化に身近に触れることができる機会を
増やします！

　区民の自主的な文化活動の場の提供

　芸術・文化に関する情報の提供

自ら芸術・文化活動を発表できる機会
　　　　　　　　　　　　　を増やします！

　芸術・文化を担う人材の育成・支援

　芸術・文化活動のネットワーク化

芸術・文化活動のネットワークへの
　　　　　　　　参加者、団体数を増やします！

文化創造都市 
・芸術・文化のまち推進プロジェクト・ 

 芸術・文化は、人々に楽しさや感動、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらすとともに

創造性を育み、人生を豊かなものにします。また、人々が元気になり地域コミュニティの

活性化につながります。区民がこうした芸術・文化を創造し、享受することにより、区民

一人一人が幸福を実感できる文化創造都市の実現を目指して、芸術・文化の振興を積極的

に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●区内文化施設等を拠点とした芸術・文化事業の推進 

  (財)荒川区地域振興公社等との連携により、芸術・文化団体等を招聘し、区内の文化

施設でコンサートや演芸会等を開催するなど、優れた芸術・文化に区民が直接触れる

機会を充実します。 

●（仮称）吉村昭記念文学館の設置 

  荒川区の出身であり、数々の文学賞を受賞し、荒川区の名を高めた文学者である吉村

昭氏の足跡を記した資料を収集・保存・展示する文学館を設置します。 

●荒川区芸術・文化振興プランの策定・推進 

  荒川区の芸術・文化振興の基本的な考え方、施策の方向性を示す「荒川区芸術・文化

振興プラン」を策定し、これに基づき、芸術・文化振興施策を積極的に進めます。 
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安全安心都市 
・安全を実感できるまちあらかわ推進プロジェクト・ 

区民、町会やＰＴＡ等の地域団体、防災・防犯関係機関、事業者との積極的な連携・協

働により、「安全を実感できるまちあらかわ推進プロジェクト」を効果的に推進し、区民

の災害・犯罪に対する不安を払拭
ふっしょく

し、東京一安全なまちを目指します。 

《プロジェクトを構成する代表的な事業》 

●防災区民組織等の支援・育成 

町会、自治会を単位に結成されている防災区民組織や区民消火隊、区民レスキュー隊

に対し、研修会の実施・結成及び運営等への助成を行うなどの支援をします。 

●密集住宅市街地整備促進事業 

木造住宅が密集し、道路・公園などの公共施設が不足する地域において、老朽住宅等

の建て替えの促進や公共施設の整備、住民組織の活動支援などを行うことにより、地域

の防災性を向上させるとともに、良質な住環境への改善を図ります。 

●安全・安心ステーションの設置 

廃止となる交番を活用することにより、防犯パトロール等の活動拠点となる「荒川区

安全・安心ステーション」を警視庁と連携して設置します。 

●通学路等の安全パトロールの実施 

シルバー人材センターへのパトロール業務委託を核とし、学校、ＰＴＡ、地域住民等

が通学路、学童クラブ帰宅路等を巡回します。 

防　犯

区　民

町会等

区

防災・防犯
関係機関

安全・安心ステーション設置

通学路等の安全パトロールの実施

防　災

防災区民組織等の支援・育成

密集住宅市街地整備促進事業

防災関係機関連絡会議の開催

事業者

安全・安心パトロールカーの巡回

平成28年度までに震災訓練参加者数を12,000人にします！

平成28年度までに犯罪認知件数を23区最少件数にします！

等

等

東京一安全なまち
あらかわの実現
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